
第25回

理科読シンポジウム

「自考自論を促す」

理科読とは、情報を受け取るだけではなく、自らの考えを作り出していく
学びです。
NHK eテレの「考えるカラス」プロデューサーの竹内慎一さんに「教育番
組として何をしかけようと考えたのか」お話しいただきます。
全国読書感想文コンクール課題図書「そうだったのか瞬間図鑑」の著者伊
知地国夫さんにこの本に込められた考えをお話いただきます。

主催 ＮＰＯ法人ガリレオ工房
共催 （公社）全国学校図書館協議会
協力（予定） 科学読物研究会, ファラデーの本棚, 

科学の本の読み聞かせの会ほんとほんと,
塩尻市市民交流センター「えんぱーく」, 山形大学SCITAセンター 山形県立図書館

協賛（予定） アイカム あかね書房 アリス館 岩崎書店 岩波書店 大月書店 学研プラス
仮説社 くもん出版 講談社 小峰書店 さ・え・ら書房 小学館 少年写真新聞社
玉川大学出版部 地人書館 汐文社 西村書店 農山漁村文化協会 星の環会 フレーベル館
ポプラ社 丸善出版

問合せ galileokouboudesu1986@yahoo.co.jp (理科読シンポジウム事務局）

2020年８月３０日（日）12:30～16:00（開場12:00）

オンライン開催を行います
オンライン参加：定員７０名 申込：

サイエンス・ビブリオ：出版関係者の皆様と参加者の皆様から科学の本をおすすめ
いただくコーナーです。参加申し込み時にお申し込みください。

竹内慎一さん（NHK）

伊知地国夫さん（科学写真家）

https://www.galileo-sci.org/event/rikadoku-sym2

参加費無料
先着順 定員で締め切ります

申込開始日 2020年8月1日９：００から
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